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応募者らはこれまでに、ケイ素あるいはゲルマニウムのよ
うな重原子で炭素原子を置換したベンゼンアニオンを合成す
るにあたって、かさ高い安定化基を用いない方法を開発して
いる。本研究はこの方法論と化合物をもとにして、「重いベン
ゼンアニオン」の構造、物性、化学反応性、機能についての研
究を展開しようとするものである。 
このベンゼンアニオンの合成においては、かさ高い安定化

基ではなく電荷反発などを用いることから、ベンゼン環上に
おける化学修飾の自由度が増大するため、様々な誘導体を得
ることができ、典型元素化学の観点から系統的な研究を行う
ことが可能となる。本研究を推進することで、単純なベンゼ
ンアニオンとの比較による新しい芳香族化学の発展が期待で
きる。 
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